
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

士幌町立士幌小学校 学校便り 

（文責）校長 須藤 正博 第５号 令和８年 ９月１日 

８月２０日、２６日間の長い夏休みは大きな事故等なく終え、静かだった校舎にも子どもたち

の元気な挨拶と笑い声が戻り、２学期がスタートしました。子どもたちの表情は明るく、「家族

で○○にキャンプに行ったよ～。」「夏休みの作品づくりを頑張りました！」などの声が聞かれ、

この夏休みが充実していたことが伺えます。こうして気持ちも新たに良いスタートができたのも

ご家庭でのご支援ご協力があってのことと感謝申し上げます。 

また、この７月２８日には、九州熊本を震源地とする震度７の大きな地震が再びありました。

亡くなられた方にはお悔やみ申し上げるとともに、被災され猛暑の中で、復興に向け大変な作業

をされている方々にお見舞い申し上げます。更に、８月には千葉県での局地的な豪雨災害であっ

という間に住宅街が浸水する惨状をニュースで目にして、改めて災害はいつどこで起きるのか分

からないということを実感しました。それ故に、９月１日の「防災の日」だけでなく、日頃から

学校でも災害時の避難対応や日頃の備えについても考える機会を作るとともに、是非ご家庭でも

災害時どう行動するのか話し合っていただけたら幸いです。 

さて、この夏休みは、「目標を立ててチャレンジしよう！」と子どもたちに終業式でお話しし

ました。２学期の始業式でも「学習発表会」や１学期の学びをベースに更なる充実を目指して、

自分の限界を決めるのではなく、「やってみよう！挑戦・チャレンジする」気持ちを大切にして

ほしいとお話ししました。是非、保護者・地域の皆様も様々な場面で子どもたちが挑戦し、大き

く成長する姿を見守り・応援していただきますようよろしくお願いいたします。 

充実の夏休みから、実り多き２学期

重点目標 『自ら考え行動し、 

仲間と力を合わせる子ども』」の育成 

 

 

７月２７・２８日の２日間、中士幌小学校を会場に行われた「学習サポート」では。地域の方々が

サポートしてくれるとともに、中士幌小の児童とも一緒に遊んだりすることもでき、小小連携の一助

ともなりました。そして８月５・６日の２日間、町教委主催で行われた「学習サポート塾」では北海

道大学のお兄さんお姉さんたちが児童一人一人に寄り添って夏休みの宿題やそれぞれの課題等への支

援を、さらには学校での学習や生活のことなど様々なお話をしていただき、子どもたちにとって大い

に刺激となりました。 

多くの方に教えていただいたり、町内他校のお友達とも触れ合ったりすることができました。

学習を通して、様々な人と関わるたいへん貴重な経験となりました。皆様に感謝です。 

 

地域の皆様・北大生の皆さん、ありがとうございました！ 

夏休み「学習サポート」 ＆ 町「夏休み学習サポート塾」 
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そうしてたまには答えも当たる 

まちがいだらけの僕らの教室 

 

おそれちゃいけな わらっちゃいけない 

安心して手をあげろ 安心してまちがえや 

まちがったってわらったり はかにしたり おこったり 

そんなものはおりゃあせん 

まちがたってだれかがよ なおしてくれるし教えてくれる 

困ったときには先生が ない知恵しぼって教えるで 

そんな教室つくろうや 

 

おまえへんだと言われたって あんたちがうと言われたって 

そう思うだからしょうがない だれかがかりにもわらったら 

まちがうことがなぜわるい まちがっていることわかればよ 

人が言おうが言うまいが おらあ自分であらためる 

わからなけりゃあ そのかわり 誰が言おうとこづこうと 

おらあ根性まけねえだ 

 

そんな教室作ろうや 

 

是非、親子で読んでみてください。そんな教室

をみんなで作ることができたらいいですね！ 

 もう１学期が終わろうかという時、ある授業で児童の一人が「えっ～と、間違っているかもしれない

けど．．．」と言って発言する姿がありました。間違っているかどうか発表してみないと分からないし、学

校なんだもん間違ってもいいんです。そこから正解を見つければ。それが勉強です。間違いに気が付い

てそこからが勉強。知らないことに気が付いて、新しいことを学んだら、それが今日、学校に来た意味

です。蒔田晋治さんの絵本「教室はまちがうところだ」を紹介します。 

１５日（火） 児童会 

１６日（水） ６年修学旅行１日目 

１７日（木）    〃  ２日目 

２１日（月） ㊗～敬老の日 

２２日（火） ㊗～国民の休日 

２３日（水） ㊗～秋分の日 

２４日（木） 評価業務（～２８日） 

２９日（火） 児童会（後期計画） 

       特支振興協議会交流行事 

１日（火） 北海道シェイクアウト 

２日（水） 職員会議 

      ２年生写生会 

 ３日（木） 不審者対応教室 

       北翔大学研修受入れ 

４日（金） 後期児童会選挙 

 ７日（月） １年生校外学習、SC来校 

９日（水） 第３回児童理解交流会、 

視力検査（～１１日） 
 

教育実習生来校！ 

「教室はまちがうところだ！」 作者：蒔田 晋治 

   

教室はまちがうところだ みんなどしどし手を上げて 

まちがった意見を  言おうじゃないか 

まちがった答えを  言おうじゃないか 

 

まちがうことをおそれちゃいけない 

まちがったものをワラっちゃいけない 

まちがった意見を  まちがった答えを 

ああじゃないか   こうじゃないかと 

みんなで出し合い  言い合う中で 

ほんとのもの見つけていくのだ 

そうしてみんなで伸びていくのだ 

 

いつも正しくまちがいのない 

答えをしなくちゃならんと思って 

そういうとこだと思っているから 

まちがうことが こわくてこわくて 

手も上げないで小さくなって 

だまりこくって 時間がすぎる 

 

しかたがないから先生だけが  

勝手にしゃべって生徒はうわの空 

それじゃあちっとも伸びていけない 

 

（中略） 

 

  それでいいのだ いくどもいくども 

  おなじことをくりかえすうちに 

  それからだんだん どきりがやんで 

  言いたいことが言えてくるのだ 

 

  はじめからうまいこと 言えるはずないんだ 

  はじめから答えが当たるはすないんだ 

  なんどもなんども言ってるうちに まちがううちに 

  言いたいことの半分くらいは 

  どうやらこうやら 言えてくるのだ 

自分の考えを積極的に言ってみよう！「教室はまちがうところだ！」 

 北海道教育大学釧路校３年の 

角田周造（つのだしゅうぞう） 

さんが本校で先生になるための 

勉強として教育実習に来ていま 

す。８月２４日～９月１８日の 

４週間頑張っています。 

 主に３年生を中心に他の学年 

も含めて、たくさん勉強して、 

子どもたちとも触れ合って近い 

将来、素敵な先生になることを 

期待しています。 


